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第７章 特別支援学校の実践 

 

１ 次期学習指導要領対応授業力向上研修 

 

(1) 特別支援学校の現状と課題 

「主体的・対話的で深い学び」という言葉を耳にしたとき、すでに実践していると

感じた人がいたのではないでしょうか。それもそのはずです。特別支援学校では、従

前から生きる力を育むべく、主体的に取り組む力や人と関わる力、学んだことを汎化

する力を大切にし、自立と社会参加を目指して指導にあたってきたからです。このこ

とからも分かるように、特別支援学校では、これまでも「主体的・対話的で深い学び」

の実現を目指して実践してきたといえます。 

しかし、できた経験を積み重ねることを重視するあまり、本来課題を解決する過程

で起こりうる失敗や試行錯誤を経験しないといった授業展開になることも少なくあり

ません。また、障害の特性により、自分で考えることや友

達と対話することが難しいといった教員の悩みを耳にする

こともあります。これまでの実践から積み上げてきた成果

を捉えるとともに、課題を見極めることが必要です。育成

を目指す資質・能力を育むために、「主体的・対話的で深い

学び」をより確かなものにしていかなければなりません。 

そこで、今一度、子どもが何を学ぶ準備ができているか、どのような指導や支援が

あることで学べるのか、学んだことをどのように生活の場で生かしているかを把握す

るとともに、子どもの資質・能力を効果的に育成するための領域や教科のつながり、

学部間のつながり、地域とのつながりについて検討することが必要だと考えます。 

 

(2) 授業力向上研修の概要  

このような現状と課題を踏まえ、総合教育センターでは、「主体的・対話的で深い

学び」について正しく理解し、実践を問い直すことができる人材を育成することが必

要だと考えました。授業力向上研修は、研修を受けた１人の学びに留まるのではなく、

総合教育センターでの２回の研修と校内での実践を往還しながら、理解したことを自

校の同僚に広げていくことを目指した仕立てになっています。期間は３年間、対象を

替えながら実施しています。 

特別支援学校では、研修１年目の対象を教務主任、２年目と３年目を研修主任また

は校内研修推進の中核的な教員としました。１年目の対象を教務主任としたのは、教

育課程を編成する立場にあり、学校全体を俯瞰できる教務主任の理解が校内への啓発

に欠かせないと考えたからです。２年目、３年目の対象を研修主任等としたのは、校

内の授業づくりを推進する立場にあるからです（Ｐ20参照）。 

１回目の研修では、平成28年度は、リーフレットに記載されている作業学習の授業

体験を通して、知的障害がある子どもの「主体的・対話的で深い学び」について検討

しました（図７－１）。平成29年度は、聖心女子大学の益川弘如教授の講演の中で、知

識構成型ジグソー法による「深い学び」を体験しました。このように、教員自身が体
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験し、「深い学び」につながる課題設定の重要性や対話

の有効性を実感することで、「主体的・対話的で深い学

び」を実現する授業イメージを得られると考えていま

す。 

授業設計については、授業終了時の子どもの姿を想

定し、その姿を引き出すための「解決したい課題や問

い」「考えるための材料」「対話と思考」「学習の成果」

の４項目を検討する演習を行いました。実践後は、子どものあらわれから、４項目の

有効性を評価しています。さらに、もう一度この授業をやるとしたらどう改善するか

について検討することで、授業力向上につなげられるようにしました。 

カリキュラム・マネジメントについては、教務主任等の立場から自校の現状と課題

を整理する演習を行っています。教務主任を対象とした研修では、「日々の授業」「学

びをつなげる」「横のつながり」「社会に開く」など、子どもの資質・能力を育む枝（柱）

を設け、教育効果を最大限に高めるようにカリキュラムがデザインされているかにつ

いて検討し、優先して取り組むべき事項を考えました（図７－２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２回目の研修では、平成28、29年度と、東京大学の白水始教授による、学習評価か

ら課題設定を考える視点についての講演を聴き、引き出したい子どもの学びを想定し

ておくことの重要性を理解しました。また、平成29年度は、浜松学院大学の岩見良憲

教授の講演の中で、「障害の重い子どもの『主体的・対話的で深い学び』をどう考える

か」を聴き、障害のある子どもの資質・能力の育成についても理解を深めました。 

今後は、研修を受けた人を推進役とし、授業改善やカリキュラム・マネジメントに

ついて検討を重ねてほしいと考えています。 

図７－１ 作業学習の体験の様子 

図７－２ カリキュラム・マネジメントの現状と課題の整理 
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(3) 知的障害のある子どもの「主体的・対話的で深い学び」 

「主体的な学び」については、今までも大切にしてきました。今後は、子どもの気

持ちと課題をつなげる働き掛けがより一層必要だと考えます。子どもが課題に興味や

関心をもてたか、課題に取り組む目的を理解できたかが、「主体的な学び」となるかを

大きく左右します。子どもの実態により、すぐに課題を理解できない場合があること

も考えられます。その場合は、繰り返し指導したり働き掛けの方法を検討したりして

理解を促すことが必要です。 

「対話的な学び」については、言葉でやりとりすることが難しいという意見があり

ます。しかし、言葉のやりとりだけでなく、視線や発声、表情、身振り、指差し、カ

ードの選択、サイン、教員の言動を媒介にするなど、様々な方法を使ってやりとりす

ることが考えられます。対話の対象も、友達だけでなく、教員や教材とやりとりする

ことなどが考えられます。大事なのは、「なぜ、対話が必要なのか」「対話を通してど

んな力を育てたいのか」です。このことを整理しておくことで、どのような対話の場

面を準備し、教員はどう関わればよいのかが明確になると考えます。 

「深い学び」については、見取ることが難しいという意見があります。よって、予

め、深く学んだ結果として授業ではどのようなあらわれが期待できるのか、授業以外

の場面ではどのような力が発揮されるのかを教員間で検討しておくことが大切です。

また、学びの過程を写真や動画、文字、絵で記録し、子ども自身が「～ができるよう

になった」「友達の考えを聞いたら～もいいなと思った」など、自分の成長を実感でき

る工夫も必要です。「今度は～さんとも

やってみたい」「家でもチャレンジした

い」など、子どもが新たな課題を見つけ

る展開にしていくことが理想です。 

ここで挙げた「主体的・対話的で深い

学び」は、それぞれが独立するものでは

なく、一体として実現されることも押さ

えておく必要があります。 

 

２ 具体的な実践・取組 
 

(1) 知的障害特別支援学校（中学部）の実践 

ア 学校の概要 

藤枝特別支援学校は、知的障害学級と肢体不自由重複学級のある知肢併置の、小

学部、中学部、高等部及び訪問教育からなる学校です。子どもの数はおよそ300人、

教職員は180人の大規模校です。学校教育目標を「気づき、考え、行動する人」と

し、教育活動に取り組んでいます。 

開校４年目の早い時期から、研究主題を「自ら活動する人を育てる」とし、自ら

もてる力を最大限に発揮して、意欲的に活動に取り組む姿を目指して授業づくりを

行ってきました。自ら活動するためには、子どもが自ら気付き、何をしようか、ど

うしたらよいのかを考え、その上で行動する経験が必要であることを共有し、平成

28年度から「一人ひとりが『気づき』『考え』『行動する』授業づくり」をテーマと
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し、２年計画の研究に取り組んでいます。その研究の過程で、これまで大切にして

きた授業づくりのポイントとリーフレットの授業設計診断の４項目の関係を整理

しています（図７－３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 学習グループの実態と取組 

藤枝特別支援学校には、知的障害の学習内容を適応した教育課程、自立活動を主

とした教育課程で学ぶ子どもが在籍しています。ここでは、知的障害の学習内容を

適応した教育課程の中学部の授業について取り上げます。 

中学部知的障害グループでは、子どもが「任せて」と自信をもって取り組む作業

学習について研究しています。作業班は５つあり（木工班、園芸班、工芸班、紙工

班、縫製班）、子どもの興味や実態を考慮し、各班１年生から３年生までの縦割り

で構成しています。研究では、事例の子どもを中心に、目標に対する適切な活動内

容及び支援方法、教材・教具について検討しています。また、意欲面と技術面の両

面からあらわれを評価し、次の単元目標を考える手掛かりにしています。 

平成29年度は、木工班に９人が所属しています。全員が作業学習に対する意欲が

高く、自分から準備や片付けをする、規格に合わせて製品を作ろうとするなどの様

子が見られます。全体的に落ち着いてはいますが、やることが分からなかったとき

や、製品が上手く作れなかったときは、どうしてよいか分からず立ち尽くしたり大

きな声を出してしまったりすることもあります。 

１学期は、販売会に向けた製品作りに取り組み、自分たちが作った製品が販売さ

れたり使われたりすることに喜びを感じ、満足感を味わうことができました。２学

期は、新しい製品作りに挑戦しました。試行錯誤したり相談したりすることを経て

製品を完成させ、友達と達成感を共有することで、「もっとやりたい」という主体

的な態度を更に引き出したいと考えました。糸のこチーム、のこぎりチーム、スプ

レーチーム、組み立てチームの４チームに分かれて、各工程を担当します。 

事例のＡさんは中学３年生で、のこぎりチームの工程を担当します。２学期に入

り、友達の様子や身の回りの出来事などを学年の教員に伝えるようになっています。

知っていることについては、挙手をして発表する様子も見られるようになりました。

しかし、見通しのもてないことについてはなかなか挑戦できなかったり、自分のや

り方に固執するあまり教員のアドバイスを受け入れられなかったりする様子も見

られます。授業者は、本単元を通して、作業内容が変わっても「できた！」「次も

楽しみ！」「私に任せて！」という姿を引き出したいと考えています。 

図７－３ 藤枝特別支援学校授業づくりのポイントと授業設計診断の４項目の関係 
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ウ 授業設計  

授業者は、のこぎりチーム２人の授業終了時の姿を想定し、その姿を引き出すた

めの展開について、「アクティブ・ラーニングの視点からの授業設計シート」（以下、

「授業設計シート」という。）を用いて計画しました（図７－４、シートの使用方

法についてはＰ152参照）。平成29年度は、研究協力校を対象に実施したサポート研

修にて、岩見教授から助言を得て、 

□本時の前後で、子どもがどのように変わることを期待しているのか 

□対話することが、きれいな製品を作ることにどうつながるのか 

などについて検討しました（図７－４、検討事項１～５）。 

   ＤＶＤ収録 

図７－４ 授業設計シート（藤枝特別支援学校） 

検討事項１ 

本時の前後で、子どもが

どのように変わること

を期待しているのか。 

検討事項２ 

子どもにとって切実感

のある課題となるよう、

前時までにどのような

工夫をするのか。 

前時はどのような終わ

り方をして本時につな

げるのか。 

検討事項３ 

子どもが課題を解決す

る上で、複数の視点や立

場から考え、「深い学び」

につながる材料か。 

検討事項４ 

子どもは、どのような対

話を必要としているの

か。対話することが、き

れいな製品を作ること

にどうつながるのか。 

検討事項５ 

子どもが、自分の成長を

実感できるように工夫

しているか。 

次の「解決したい課題や

問い」が、子どもから出

てきそうか。 
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エ 授業者の振り返り 

サポート研修での検討後、全担当者で授業について再考した上で実践しました。

実践後に授業者は、「アクティブ・ラーニングの視点からの授業実践記録シート」（以

下、「授業実践記録シート」という。）に子どものあらわれを整理し、「解決したい

課題や問い」「考えるための材料」「対話と思考」「学習の成果」は有効だったかを

評価しました（図７－５、シートの使用方法についてはＰ154参照）。また、改善点

について整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＤＶＤ収録 

図７－５ 授業実践記録シート（藤枝特別支援学校） 
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オ 全担当者での振り返り 

複数の教員で、単元全体を振り返ること

も重要です。担当者４人は、「実践の振り返

り」「授業設計診断の４項目に沿った振り返

り」「本単元の改善点について」「全担当者

による授業設計診断」の４つの柱に沿って

振り返りをしました。 

 

 
【柱１】実践の振り返り（成果と課題） 

○ 最初は正方形に切ることができなかったが、良品を作るポイン

トや検品ツールを使って、最終的にはできるようになった。 

【柱２】授業設計診断の４項目に沿った振り返り 

【解決したい課題や問い】 

○ 単元の導入で、コースターとジュースを提示し、コースターを

作ってみんなで乾杯しようと働き掛けた。このことは、「自分の

コースターを作りたい！」「きれいなコースターを作りたい！」

という気持ちにつながり、解決したい課題となった。 

【考えるための材料】 

○ 良品を作るポイントについて、教員が分かりやすい言葉で整理

して伝えた。正方形に切れなかったときは、このポイントに立

ち返り試行錯誤する姿をイメージした。 

○ 正方形に切れたかの良否判断はできたが、正確に切れない原因

を特定し、修正するまでには至らなかった。 

【対話と思考】 

○ 毎時の導入では、互いの目標を確認したり準備の様子を見合っ

たりする様子が見られたが、作業中は対話の場面を作ることが

難しかった。 

【学習の成果】 

○ 学習の成果を実感するには、目標の設定が大切だと感じた。 

【柱３】本単元の改善点について 

○ 検品した正方形を次の工程に渡すようにする。 

○ 全体の工程や誰のコースターを作っているのかが分かるように

する。  

○ 自分の切り出した正方形が次の工程でどうなるのかの理解を促

したい。 

 

意見 

→良品を作るポイント「つ

るつる」などのキーワー

ドを子どもから引き出

せたのではないか。 

→今後、成功や失敗の経験

を「考えるための材料」

とし、子どもにポイント

を考えさせたい。 

意見 

→互いに、正方形を検品し

合う活動を取り入れた

らどうか。 

意見 

→単元を通しての学習の

成果をより実感できる

ように、最初と最後に切

った正方形を比較させ

ればよかったのではな

いか。 

意見 

→工程の全体が見えるよ

うにすることで、自分の

担う役割が理解できる

ようにしたい。 

意見 

→なぜそのような結果に

結び付いたのかを考え

たり話し合ったりする

必要があった。 
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【柱４】全担当者による授業設計診断 

★★★ 

★★★ 

★★ 

★★★ 

意見 

→解決したい課題となってはいたが、

「きれいなコースター」について、

正方形のきれいさと製品としてのき

れいさがあり、子どもには分かりに

くかった。 

焦点化が不十分なので★★★ 

意見 

→正確に切れない原因を特定し、修正

するまでには至らなかった。 

教員が教えてしまった部分があった

ので★★★ 

意見 

→「コースターを家に持って帰りたい」

という子どもの発言から、できたこ

とを家族に伝えたい気持ちであるこ

とが考えられたので★★★ 

意見 

→良品を作ることを優先し、指示が多

くなってしまった。 

子ども同士が対話する時間が十分で

なかったので★★ 

 

全担当者による振り返りの中で、子どもが深く学んだことをどのようなあらわれ

から評価するかについて意見交換しました。４人は、子どもが自分から取り組む様

子から、「こうすればうまくできるね」「やってみよう」という気持ちの育ちがあっ

たと考えました。また、「いつコースターを持って帰れるの？」「家族の分も作りた

い」という子どもの発言から、新たな課題を見つけたことを確認しています。この

ような子どものあらわれから、深く学んだと評価できると考えました。 

 

(2) 肢体不自由特別支援学校（小学部）の実践 

ア 学校の概要 

西部特別支援学校は、肢体不自由の、小学部、中学部、高等部及び訪問教育から

なる学校です。子どもの数はおよそ130人、教職員は120人です。目指す学校像を「自

ら学び自ら表現し、多様な自立と社会参加を実現できる人を育てる学校」とし、教

育活動に取り組んでいます。 

研究主題を「『自ら学び、自ら表現する人』を目指した授業づくり～評価に重点

を置いたＰＤＣＡサイクル～」とし、平成29年度は３年計画の２年目となります。

研修では、総合教育センターのリーフレットを活用し、授業づくりのポイントを整

理しました（図７－６）。 
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イ 学習グループの実態と取組 

西部特別支援学校には、幼稚園、小学校、中学校、高等学校に準ずる教育課程、

下学年の学習内容を適応した教育課程、知的障害の学習内容を適応した教育課程、

自立活動を主とした教育課程の４つの教育課程で学ぶ子どもが在籍しています。こ

こでは、自立活動を主とした教育課程の小学部の授業について取り上げます。 

対象の学習グループは、小学部３、５、６年の５人の集団です。５人中２人が経

管栄養等の医療的ケアを必要とする児童です。MEPA－Ⅱの発達段階は、姿勢や移

動：１～５か月、手の操作：２～８か月、コミュニケーション：４～８か月程度で

す。５人の子どもは絵本の読み聞かせに注目することや、好きな活動をする中で笑

顔を見せたり声や身体の動きで楽しい気持ちを表したりすることができます。また、

やりたい気持ちを声に出して表現する力も芽生え始めています。 

今回は「バルーン」と「ウォーターベッドスライダー」の揺れ遊びを行いました。

軽快なリズムの歌に合わせて揺れるバルーン活動では弾む揺れの楽しさを感じた

り、合図の後に傾く遊びを取り入れたりするなど、期待しながら遊べるようにしま

した。スライダーでは、ウォーターベットに寝転びゆったりとした揺れや水の音を

感じられるようにしました。いずれの活動も歌に合わせて揺れることで、始まりと

終わりの見通しがもてるように設定しました。同じ流れで活動を繰り返す中で活動

に見通しをもち、感じたことを表情や声、手足の動きで、よりたくさん表すことを

期待するとともに、教員と一緒に関わりながら遊ぶことで、楽しい気持ちや乗りた

い気持ち、もう１回揺らしてほしい気持ちなどを身近な人に表現する力を育てたい

と考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－６ 西部特別支援学校授業づくりのポイント 
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ウ 授業設計 

授業者は、各活動で期待できる子どもの姿を想定し、その姿を引き出すための展

開を計画しました（図７－７）。サポート研修にて、岩見教授からは、 

□障害が重い子であっても、やってみたいと感じ、自分から手を伸ばしたり教員を

まねたりしながら活動する中に対話が成立するのではないか 

との示唆がありました。 

 

 

 

   ＤＶＤ収録 

図７－７ 授業設計シート（西部特別支援学校） 

検討事項１ 

各活動時の子どもの

具体的な姿をイメー

ジしているか。 

検討事項２ 

子どもが興味をもち、

やってみたいと思え

る課題か。 

検討事項３ 

子どもが気持ちを表

現したくなる「考える

ための材料」が準備さ

れているか。 

検討事項４ 

教員の働き掛けに応

じ、活動に取り組むこ

とで、やりたい気持ち

を表現する姿が引き

出せているか。 

検討事項５ 

子どもが、活動に対す

る理解を深め、「今日

は○○をやった」「ま

たやりたい」という気

持ちを実感できるよ

うになっているか。 
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エ 授業者の振り返り 

サポート研修での検討後、全担当者で授業について再考した上で実践しました。

実践後に授業者は、授業実践記録シートに子どものあらわれを整理し、評価しまし

た（図７－８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＤＶＤ収録 

図７－８ 授業実践記録シート（西部特別支援学校） 
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オ 全担当者での振り返り 

単元終了後、担当者３人は、３つの柱に沿って振り返りをしました。話題になっ

たことから主なものを紹介します。 

 
(3) 自校での研修の実施にあたって 

研究協力校２校では、自校の子どもの実態から、授業設計診断の４項目を捉え直し

ています。例えば、藤枝特別支援学校では、自己選択や自己決定の場面を「対話や思

考」とし、友達とのやりとりを通して子どもが考える授業展開を検討しています。西

部特別支援学校では、教員との関わりを「対話」と位置付け、子どもが積極的に関わ

ろうとする姿を引き出す教員の関わり方を検討しています。 

このように、授業設計診断を自校の子どもに照らし合わせたとき、どのような姿で

あるかを校内の全教員で検討し、共有した上で授業づくりを行うことが大切です。 

【柱１】実践の振り返り（成果と課題） 

○ 関わり手が子どもの引き出したい力と活動中に想定される子ど

もの表出を事前に明確にもっていることで、活動中の子どもの

表出をその都度、適切に言語化（フィードバック）することが

でき、子どもからの教員への意思の表出も増えた。 

【柱２】授業設計診断の４項目に沿った振り返り 

【解決したい課題や問い】 

○ 各活動のテーマソングとともに、バルーンやウォーターベッド

を提示したり示範して見せたりすると、教材に視線を向けたり、

手を伸ばしたりして興味を示すなど、自分からやってみたいと

思える「解決したい課題や問い」になっていた。 

【考えるための材料】 

○ 考える材料(音楽や言葉掛け)を設定したことで、３週間目あた

りからタンブリンの合図が聞こえると、次の傾く活動を期待し

て笑顔を見せるようになった。また、自分から身体を傾けて遊

ぶ子どもも出てきた。 

【対話と思考】 

○ 教員が「乗りたい人」と問い掛けたときに、声で返事をしたり、

微笑んだりして応答する姿も見られるようになった。また、応

答の確実性や即時性が高まってきた。 

【学習の成果】 

○ 単元が進むにつれて、各活動に見通しをもち、テーマソングが

聞こえてきただけで笑顔になったり、確実に声を出して乗りた

い気持ちをアピールしたりするようになった。 

【柱３】本単元の改善点について 

○ 「やりたい」との意思の表出が見られるようになった子どもに

ついては、自分自身でバルーンを揺らせるように教材を工夫す

ることで、期待感をもって、より主体的に活動する姿につなげ

たい。  

意見 

→「曲に合わせて揺れる→

タンブリンの合図→身体

が傾く」の一連の展開を

理解することができた。

傾く前に笑顔になる様子

も見られた。 

  教員との関わりを、「対

話」と位置付けて、積極

的に引き出していけな

いか。 

意見 

→声などによる表出が少

しでもあると感じたら、

その表出を受け止め、言

葉にして子どもに返し

ていきたい。 

意見 

→教員も子どもと一緒に

楽しい気持ちを共有す

ることが大切。そうする

ことが、より豊かな感情

の表出につながるので

はないか。 

意見 

→教材を提示するだけで

なく、自分で手を伸ばし

て、教材を確認させ、や

ること（課題や問い）を

意識させたい。 

→子どもの「やりたい」気

持ちを引き出す上で、教

員が遊び方の手本を示

すことが効果的だった。 
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３ 成果と課題・展望 
 

(1) 成果 

授業力向上研修の実施と校内における実践は、特別支援学校の教員が新学習指導要

領の方向性を理解し、「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業を目指して取り組

もうとする意識を高めるきっかけとなったと考えています。 

次は、平成28・29年度研修対象であった教務主任と研修主任の授業実践記録の記述

の一部です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記述から、教務主任と研修主任は、具体的な子どものあらわれを受け止め、子ども

が学んでいることを価値付けたり自分の実践を改善したりしようとしていることが分

かります。 

今後、これらの授業実践記録を基に、子どもの「主体的・対話的で深い学び」の具

体を校内で共有し、授業を創造し続けてほしいと願っています。 

 

 

 

【解決したい課題や問いについて】 

・子どもが課題と捉えていることと教員が考えた目標にずれがないかを確認しな

がら授業を展開することで、主体的に学ぶ姿を引き出せた。 

・本時の終了時に解決したい課題を引き出し、次時につなげることが重要である。 

・子どもが達成感を味わい、「もっとやりたい」と感じられる課題や問いになっ

ているかが重要である。 

【考えるための材料について】 

・考える観点を示すことで、課題が焦点化されて子どもの思考が深まることが分

かった。 

・実際に製品を使ったり道具を操作したりすることを考えるための材料として提

供することは、自らの気付きを引き出すのに有効であった。 

【対話と思考について】 

・友達の様子を見たりつぶやきを聞いたりする場面を設定することで、感じたこ

とを自分に取り入れようとする姿を引き出せた。 

・子どもの表情や視線、行動などを対話と捉え、感じていることを教員が代弁す

ることで、自らやろうとしたり考え直したりする様子が見られた。教員間で共

通理解し、心の動きを正しく見取る力を付けたい。 

・障害の重い子どもは、教材や教員との関わりを対話とし、考える力を引き出し

たい。 

【学習の成果について】 

・子どもが学習の成果を実感し、生活に生かしているかの見届けに課題があると

感じた。 

・学ぶ前、学ぶ過程、学んだ後の評価が、次の学びにつながることが重要である

と感じた。 
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(2) 課題・展望 

特別支援学校教員の諸先輩方は、教員が一方的に教授する授業では学びが成立しな

かったこともあり、昭和54年の養護学校義務化以前から、教科書の内容を単に指導す

るといった教育に限界を感じていました。今求められている、「主体的・対話的で深い

学び」とカリキュラム・マネジメントについては、その必要感から次のような点でこ

れまでも追い求めてきたといえます。 

・子どもの目指す姿を真ん中に置いた学校づくり 

・何を教えるかと併せて、どのように教えるかの検討 

・個々の実態に応じた教育課程の設定 

・育てたい力を、学校生活全体を通じて育む指導 

・領域・教科間につながりのある効果的な指導 

・小学部から高等部までの12年間のつながりによる一貫した指導 

・地域のひと・もの・ことの導入 

新学習指導要領の実施に向けて動き出した今こそ、特別支援学校教職員は、これま

での取組を振り返り、評価し、見直す絶好の機会と捉えることが大切です。 

これからの予測不可能な、変化の激しい社会を生き抜く子どもに対して、必要とな

る資質・能力を改めて見直す必要があります。その資質・能力の育成を目指すために、

今、学校の中で実践している授業改善がそれに結び付くのかどうか点検する必要があ

ります。この営みが、未来社会の中で、子どもが周りの人々と交わり、もてる力を最

大限に発揮し、豊かに生きることにつながると考えています。 
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